
都市計画法５３条の許可申請のフローチャート 

 

都市計画法第５３条は、都市計画施設内に建築物の建築をしようとする者は、許可を

受けなければならない。 

許可の基準は、都市計画法５４条により示されている。また、許可を受ける必要がな

い項目（都市計画法５３条但し書き）は、政令に定められている。 

なお、都市計画法５３条の許可は、鳥取県知事の権限に属する事務の処理の特例に関

する条例により、倉吉市が処理している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建築計画の作成 

都市計画施設等 
の区域内か？ 

建築確認申請 

どのような構造物か？ 

都市計画施設・市街地開発事業

に関する都市計画に適合してい

る 

階数が２以下で、かつ、地階を

有しない木造の建築物の改築又

は移転 

非常災害のため必要な応急措置

としておこなう行為 

都市計画事業又は都市計画施設

を監理することとなるものが当

該都市計画施設等に関する都市

計画に適合しておこなう行為等 

階数が２以下で、地階を有せず、

若しくは主要構造部（壁、柱、

床、はり、屋根、階段）が、木

造、鉄骨造、コンクリートブロ

ック造その他これらに類する構

造で、移転、除却が容易な建築

物（木造の建築物の改築又は移

転を除く） 
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許可申請  許可する 

鉄筋造、３階以上、地下有など 

不許可のため、改善が必要 

許可申請の必要なし 

建築確認申請 


